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7
設定トラブルシュータ

設定トラブルシュータのウィンドウを使用して、初期設定後または設定の変更時における、Cisco

Unified Presence の設定に関する問題点を診断します。設定トラブルシュータでは、Cisco Unified

Presence クラスタと Cisco Unified Communications Manager クラスタの両方で一連のテストを実行

し、Cisco Unified Presence の設定を検証します。

設定トラブルシュータのテストが終了すると、各テストで次の 3 つのステータスがレポートされま

す。

• テスト合格 (Test Passed)

• テスト不合格 (Test Failed)

• テスト警告 (Test Warning、設定に問題がある可能性を示します )

不合格または警告となったテストごとに、問題点の説明と考えられる解決方法が示されます。
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設定トラブルシュータの使用
設定トラブルシュータを利用するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence の管理］ウィンドウで、［システム］>［トラブルシュータ］の順に選択します。

［設定トラブルシュータ (Configuration Troubleshooter)］ウィンドウが表示されます。設定トラブル

シュータで実行されるテストのリストについては、表 7-1 を参照してください。

ステップ 2 不合格または警告となった各テストの結果の表を検証します。 

結果の表には、問題点の説明と推奨される解決策が提示されます。

ステップ 3 不合格または警告となったテストごとに、解決策の列で［fix］リンクをクリックし、Cisco Unified

Presence の管理のウィンドウへ移動します。このウィンドウには、設定トラブルシュータにより見

つかった問題点が表示されます。

ステップ 4 見つかった設定エラーを修正して、トラブルシュータを再度実行します。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策

テストの説明 問題の説明 解決策

同期エージェントのテスト

AXL 設定のエントリが存在す

ることを確認します。

AXL 設定テーブルにエントリがありま

せん。

AXL 設定ウィンドウで、有効な Cisco Unified

Communications Manager パブリッシャ アド

レス、AXL ユーザ ID、パスワードを設定し

ます。詳細については、第 18 章「AXL 設定」

を参照してください。

AXL ユーザ ID が有効であるこ

とを確認します。

• AXL のユーザ ID 値が無効

• AXL パスワード値が無効

• パブリッシャ アドレス値が無効

• AXL 設定ウィンドウで、有効な AXL の
ユーザ ID を設定します。

• AXL 設定ウィンドウで、有効な AXL の
パスワードを設定します。

• 有効な Cisco Unified Communications 
Manager パブリッシャ アドレスを設定

します。

詳細については、第 18 章「AXL 設定」を参

照してください。

パブリッシャのアドレスが到達

可能であることを確認します。

次に、ログインして基本的なク

エリーを実行します。

指定の IP アドレスで Cisco Unified 

Communications Manager パブリッシャ 

ノードに接続できません。

AXL 設定ウィンドウのパブリッシャ アドレ

ス、AXL ユーザ ID、および AXL パスワード

が正しいことを確認します。詳細について

は、第 18 章「AXL 設定」を参照してください。

同期エージェントにより適切な

データ（デバイス、ユーザ、ラ

イセンス情報など）が同期され

ていることを確認します。

同期エージェント サービスが有効な

データを同期したかどうかを確認でき

ません。

同期エージェント サービスがアクティブで

あることを確認します。Cisco Unified サービ

スアビリティ に移動し、［Tools］>［Control

Center - Network Services］の順に選択しま

す。
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同期エージェント サービスが

実行されていることを確認しま

す。

同期エージェント サービスが現在実行

されていません。Cisco Unified Presence

サーバが正しく動作するには、同期エー

ジェントが必要です。

同期エージェント サービスを起動するに

は、Cisco Unified サービスアビリティ に移

動し、［Tools］>［Control Center - Network 

Services］の順に選択します。

プレゼンス エンジンのテスト

Cisco Unified Communications 

Manager プレゼンス ゲートウェ

イのエントリが存在することを

確認します。

Cisco Unified Communications Manager プ

レゼンス ゲートウェイのエントリがあ

りません。

有効なプレゼンス ゲートウェイを設定する

には、［Cisco Unified Presence］>［プレゼン

ス エンジン］>［プレゼンス ゲートウェイ］

の順に選択します。詳細については、第 9 章

「プレゼンス ゲートウェイ」を参照してくだ

さい。

プレゼンス エンジン サービス

が実行されていることを確認し

ます。

プレゼンス エンジン サービスが現在実

行されていません。

プレゼンス エンジン サービスを起動するに

は、Cisco Unified サービスアビリティ に移動

し、［Tools］>［Service Activation］の順に選

択します。

プレゼンス エンジンの OAM

エージェント サービスが実行

されていることを確認します。

プレゼンス エンジンの OAM エージェ

ント サービスが現在実行されていませ

ん。

プレゼンス エンジンの OAM エージェント

サービスを起動するには、Cisco Unified サー

ビスアビリティ に移動し、［Tools］>［Control

Center - Network Services］の順に選択しま

す。

プレゼンス エンジン データ

ベース サービスが実行されて

いることを確認します。

プレゼンス エンジン データベース サー

ビスが現在実行されていません。

プレゼンス エンジン データベース サービス

を起動するには、Cisco Unified サービスアビ

リティ に移動し、［Tools］>［Control Center

- Network Services］の順に選択します。

Cisco Unified Communications 

Manager プレゼンス ゲートウェ

イが有効であることを確認しま

す（到達可能であることを

チェックします）。

無効なプレゼンス ゲートウェイが存在

します。 

有効なプレゼンス ゲートウェイを設定する

には、［Cisco Unified Presence］>［プレゼン

ス エンジン］>［プレゼンス ゲートウェイ］

の順に選択します。詳細については、第 9 章

「プレゼンス ゲートウェイ」を参照してくだ

さい。

Cisco Unified Communications 

Manager サーバに有効な SIP ト

ランクが存在することを確認し

ます。

• Cisco Unified Communications Manager

に有効な SIP トランクが存在しま

せん。

• Cisco Unified Communications Manager

上で SIP トランクが失われている

可能性があります。Cisco Unified
Presence サーバごとに、対応する

SIP トランクを設定する必要があり

ます（DNS SRV が有効になってい

る場合を除く）。存在しない可能性

のあるエントリは、次のとおりで

す。x.x.x.x、x.x.x.x、…

• 有効な SIP トランクを Cisco Unified 
Communications Manager に設定します。

• クラスタ内の Cisco Unified Presence サー

バごとに、Cisco Unified Communications
Manager で有効な SIP トランクを設定し

たことを確認します。DNS SRV を使用

している場合、トラブルシュータは現在

DNS SRV エントリを解決できないの

で、このことが問題にならない可能性が

あります。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策（続き）

テストの説明 問題の説明 解決策
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SIP パブリッシュ モデルが正し

いことを確認します。

• SIP パブリッシュ設定に、次のいず

れかのエラーがあります。

－ SIP パブリッシュが Cisco Unified
Presence または Cisco Unified
Communications Manager のどち

らにも設定されていない

－ SIP パブリッシュが Cisco 
Unified Communications Manager 

には設定されているが、Cisco 
Unified Presence サーバには設

定されていない

－ SIP パブリッシュが Cisco 
Unified Presence サーバには設

定されているが、Cisco Unified 
Communications Manager には設

定されていない

• Cisco Unified Communications 

Manager に、現在ライン アピアラ

ンスが存在しません。

• Cisco Unified Communications 

Manager の SIP パブリッシュ トラン

クのポートが、Cisco Unified 
Presence サーバの Cisco SIP プロキ

シ リスナーに設定されているいず

れのポートにも一致しません。

• ［Cisco Unified Presence設定 (Cisco Unified
Presence Settings)］ウィンドウで SIP パ
ブリッシュを有効にします。詳細につい

ては、第 8 章「Cisco Unified Presence の
設定値」を参照してください。

• SIP パブリッシュが正常に動作するため

には、Cisco Unified Communications
Manager にライン アピアランスが存在

する必要があります。

• Cisco Unified Communications Manager 上
の SIP パブリッシュ トランク ポート

（［デバイス］>［トランク］）を変更し

て、Cisco SIP プロキシ用のポート値のい

ずれか（［Cisco Unified Presence］>［ト

ランスポートリスナー］）と一致するよ

うにします。詳細については、第 19 章
「トランスポート リスナー」を参照して

ください。

プロキシ サーバのテスト

SIP プロキシサービスのプロキ

シドメインサービスパラメータ

の値が有効であることを確認し

ます。

無効なプロキシ ドメイン サービス パラ

メータ値が存在します（値が空か、デ

フォルトに設定されています）。

有効なプロキシ ドメイン サービス パラメー

タ（SIP プロキシ サービス）を設定します。

メソッド / イベントルートが存

在することを確認します。

メソッド / イベント ルートがありませ

ん。デフォルトのルートが削除されてい

ます。正常に機能するためには、Cisco

Unified Presence にルートが必要です。

これらの要求をプレゼンス エンジンにルー

ティングするには、少なくとも 2 つのメソッ

ド ルート（パブリッシュ、サブスクライブ）

を設定する必要があります。詳細について

は、第 13 章「メソッド / イベント ルーティ

ング」を参照してください。

プロキシ着信 ACL が設定され

ていることを確認します。

プロキシ着信 ACL が未設定であること

をシステムが示しています。

着信 ACL エントリを追加します。［Cisco

Unified Presence］>［プロキシサーバ］>［着

信 ACL］の順に選択し、［新規追加］をク

リックします。詳細については、第 14 章「着

信 ACL」を参照してください。

プロキシ発信 ACL が設定され

ていることを確認します。

プロキシ発信 ACL が未設定であること

をシステムが示しています。

発信 ACL エントリを追加します。［Cisco

Unified Presence］>［プロキシサーバ］>［発

信 ACL］の順に選択し、［新規追加］をク

リックします。詳細については、第 15 章「発

信 ACL」を参照してください。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策（続き）

テストの説明 問題の説明 解決策
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SIP プロキシサービスが実行さ

れていることを確認します。

SIP プロキシ サービスが現在実行され

ていません。

SIP プロキシ サービスを開始するには、サー

ビスアビリティ アプリケーションを使用し

ます。

設定エージェントサービスが実

行されていることを確認しま

す。

設定エージェント サービスが現在実行

されていません。

SIP プロキシ サービスを開始するには、サー

ビスアビリティ アプリケーションを使用し

ます。

IPPM テスト

IPPM 設定のエントリが存在す

ることを確認します。

（注） Cisco Unified Presence の
管理ページで IPPM を
有効にした場合のみ、ト
ラブルシュータで IPPM
が テ ス ト さ れ ま す。
IPPM を有効にするに
は、［アプリケーション］
>［IP Phone Messenger］
>［設定］の順に選択し
ます。

IPPM 設定テーブルに消失エントリは表

示されません。

有効なアプリケーションのユーザ名とパス

ワードを設定するには、［アプリケーション］

>［IP Phone Messenger］>［設定］の順に選

択します。

IPPM アプリケーションのユー

ザ名が有効であることを確認し

ます。

無効な IPPM アプリケーション ユーザ

名が存在します。

有効なアプリケーションのユーザ名とパス

ワードを設定するには、［アプリケーション］

>［IP Phone Messenger］>［設定］の順に選

択します。

IPPM アプリケーションのパス

ワードが有効であることを確認

します。

無効な IPPM アプリケーション パス

ワードが存在します。

有効なアプリケーションのユーザ名とパス

ワードを設定するには、［アプリケーション］

>［IP Phone Messenger］>［設定］の順に選

択します。

Cisco Unified Presence の IPPM ア

プリケーションのユーザ名とパ

スワードが、設定済の Cisco
Unified Communications Manager

アプリケーションのユーザ名お

よびパスワードと一致すること

を確認します。

• IPPM アプリケーションのユーザ名

の不一致が存在する

• IPPM アプリケーションのパスワー

ドの不一致が存在する

• Cisco Unified Communications Manager

サーバで有効な IPPM アプリケーション

ユーザ名の値を設定して、Cisco Unified
Presence サーバでの IPPM アプリケー

ション ユーザ名と一致するようにしま

す。

• Cisco Unified Communications Manager

サーバで有効な IPPM アプリケーション

パスワード値を設定して、Cisco Unified
Presence サーバでの IPPM アプリケー

ション パスワード値と一致するように

します。

IPPM サービスがアクティブで

あることを確認します。

IPPM サービスが現在非アクティブに切

り替えられていることをシステムが示

しています。

IPPM サービスをアクティブにするには、

IPPM 設定ウィンドウを使用します。

IPPM サービスが実行されてい

ることを確認します。

IPPM サービスが現在実行されていませ

ん。

IPPM サービスを起動するには、サービスア

ビリティ アプリケーションを使用して SIP

プロキシ サービスを起動します。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策（続き）

テストの説明 問題の説明 解決策
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CTI ゲートウェイのテスト

CTI ゲートウェイ設定のエント

リが存在することを確認しま

す。

CTI ゲートウェイ設定テーブルにエン

トリがないことをシステムが示してい

ます。
（注） CTI ゲートウェイの設定値を設定す

るには、［アプリケーション］>［CTI
ゲートウェイ］>［設定］の順に選択
します。

CTI ゲートウェイサービスがア

クティブであることを確認しま

す。

CTI ゲートウェイ サービスが現在非ア

クティブに切り替えられていることを

システムが示しています。

CTI ゲートウェイ サービスをアクティブに

するには、［CTI ゲートウェイ設定］ウィン

ドウを使用します。

Cisco Unified Presence のアプリ

ケーションのユーザ名とパス

ワードが、現在設定されている 
Cisco Unified Communications 

Manager アプリケーションの

ユーザ名およびパスワードと一

致することを確認します。

• CTI ゲートウェイのアプリケーショ

ン ユーザ ID の不一致が存在する

• CTI ゲートウェイのアプリケーショ

ン パスワードの不一致が存在する

• Cisco Unified Communications Manager

サーバで有効な CTI ゲートウェイ アプ

リケーション ユーザ名の値を設定して、

Cisco Unified Presence サーバでの CTI
ゲートウェイ アプリケーション ユーザ

名の値と一致するようにします。

• Cisco Unified Communications Manager

サーバで有効な CTI ゲートウェイ アプ

リケーション パスワード値を設定して、

Cisco Unified Presence サーバでの CTI
ゲートウェイ アプリケーション パス

ワード値と一致するようにします。

CTI ゲートウェイサービスが実

行されていることを確認しま

す。

CTI ゲートウェイ サービスが現在実行

されていません。

CTI ゲートウェイ サービスを開始するには、

サービスアビリティ アプリケーションを使

用して SIP プロキシ サービスを起動します。

現在 Microsoft Office 

Communicator（MOC）が割り

当てられているユーザがいるか

どうかを確認します。

現在 MOC 割り当て済になっているユー

ザが存在しないことをシステムが示し

ています。

MOC 機能をユーザに割り当てるには、［アプ

リケーション］>［CTI ゲートウェイ］>［MOC

割り当て］の順に選択します。詳細について

は、第 33 章「MOC 割り当て」を参照してく

ださい。

会議通知のテスト

予定表連携用プレゼンス ゲー

トウェイが存在するかどうかを

確認します。

予定表連携用プレゼンス ゲートウェイ

が複数存在します。

Cisco Unified Presence 内でプロビジョニング

できる予定表連携用プレゼンス ゲートウェ

イは 1 つだけです。

IP Phone Messenger アプリケー

ションが有効であることを確認

します。

Cisco IP Phone Messenger アプリケー

ションは現在無効になっていると表示

されています。電話機に会議通知が正し

く表示されるようにするには、このアプ

リケーションが必要です。

IPPM 設定ウィンドウで Cisco IP Phone 

Messenger アプリケーションを有効にしま

す。

SIP プロキシ サービスが実行さ

れていることを確認します。

SIP プロキシ サービスが現在実行され

ていません。会議通知アプリケーション

が正しく実行されるようにするには、こ

のサービスが必要です。

SIP プロキシ サービスをアクティブにする

には、Cisco Unified サービスアビリティ に移

動し、［Tools］>［Service Activation］の順に

選択します。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策（続き）

テストの説明 問題の説明 解決策
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MeetingPlace が適切に設定され

ていることを確認します（会議

参加コールバック機能をサポー

トするため）。

• このテストでトラブルシュータに

内部エラーが発生しました。

• MeetingPlace の設定が無効であるこ

とをシステムが示しています

（MeetingPlace のアドレスをチェッ

クしてください）。会議参加コール

バック機能が適切に動作するには、

MeetingPlace を正しく設定する必要

があります。

• トラブルシュータは内部エラーのため

このテストを実行できませんでした。シ

ステム管理者にすぐに連絡してくださ

い。

• ［会議通知の設定 (Meeting Notification
Settings)］ウィンドウで MeetingPlace を
設定してください。

MeetingPlace の信頼される証明

書がロードされていることを確

認します。

MeetingPlace の信頼証明書ファイルが現

在ロードされていないか、件名 CN

（Common Name）の不一致が存在するこ

とをシステムが示しています。

MeetingPlace の参加コールバック機能が

正常に動作するには、この証明書が必要

です。

MeetingPlace 用の有効な証明書をロードし

て、MeetingPlace の信頼証明書件名 CN（［会

議通知の設定 (Meeting Notification Settings)］

ウィンドウで設定）が、ロードされた証明書

ファイルの信頼証明書件名 CN と一致する

ことを確認してください。証明書は、Cisco

Unified OS の証明書の一覧ウィンドウ（［セ

キュリティ］>［証明書の管理］）からロード

できます。

Microsoft Exchange の信頼され

る証明書がロードされているこ

とを確認します。

Microsoft Exchange の信頼証明書ファイ

ルが現在ロードされていないか、件名

CN（Common Name）の不一致が存在し

ます。CUP および Exchange が安全な方

式で通信できるようにするには、この証

明書が必要です。

Microsoft Exchange 用の有効な証明書をロー

ドして、信頼証明書件名 CN（［プレゼンス

ゲートウェイ］ウィンドウで設定）が、ロー

ドされた証明書ファイルの信頼証明書件名

CN と一致することを確認してください。証

明書は、Cisco Unified OS の証明書の一覧ウィ

ンドウ（［セキュリティ］>［証明書の管理］）

からロードできます。

クラスタ間テスト

任意のクラスタ間ピアが存在す

ることを確認します。

 このテストでトラブルシュータに内部

エラーが発生しました。

トラブルシュータは内部エラーのためこの

テストを実行できませんでした。システム管

理者にすぐに連絡してください。

クラスタ間同期エージェント

サービスが実行されていること

を確認します。

クラスタ間同期エージェント サービス

が現在実行されていません。

クラスタ間同期エージェント サービスをア

クティブにするには、Cisco Unified サービス

アビリティ に移動し、［Tools］>［Control

Center - Network Services］の順に選択しま

す。

クラスタ間ピアが有効かどうか

（到達可能であるかどうか）を確

認します。

無効なクラスタ間ピアが存在します。 有効なクラスタ間ピアを設定するには、

［Cisco Unified Presence］>［クラスタ間設定］

の順に選択します。詳細については、第 20

章「クラスタ間ピア」を参照してください。

到達可能な各クラスタ間ピアの

AXL の接続性を確認します。

無効なクラスタ間ピアが存在します。シ

ステムが、リストされているピアに

（AXL インターフェイス経由で）接続で

きません。

各クラスタ間ピアのアドレスおよび関連付

けられている信用証明書を確認します。この

エラーは、AXL ユーザ名 / パスワードに不一

致があるか、AXL サービスがリモート ピア

上で実行されていないことを示している場

合があります。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策（続き）

テストの説明 問題の説明 解決策
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各クラスタ間ピアがクラスタ間

接続をサポートしていることを

確認します。

無効なクラスタ間ピアが存在します。リ

ストされているピアがクラスタ間接続

をサポートしていません。 

各クラスタ間ピアがクラスタ間接続をサ

ポートしていることを確認します。このエ

ラーは、指定のピアとバージョンが一致して

いないことを示している場合があります。

各クラスタ間ピアにユーザが関

連付けられている（同期を取っ

ている）ことを確認します。

クラスタ間ピアが無効です。リストされ

ているピアに、ユーザが関連付けられて

いません。

各クラスタ間ピアのアドレスおよび信用証

明書を確認します。クラスタ間ピアに関連付

けられている（同期を取っている）ユーザが

ない場合、設定に問題がある可能性がありま

す。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策（続き）

テストの説明 問題の説明 解決策


	設定トラブルシュータ
	設定トラブルシュータの使用

